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KDDI Message Cast for Salesforce

対象Ver1.11リリースノート
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KDDI Message Cast for Salesforceのバッチをスケジュールしたユーザー
（以下、登録実行者と表記します）を無効化した場合、予期せぬ挙動をする恐れがあります。
最新Ver1.11では登録実行者の無効化を未然に防ぐための機能拡張を実施いたしましたので、
アップグレードいただきご利用ください。
※最新Verの動作確認を必ずSandbox環境等で実施のうえ、本番環境に適用してください。

なお、設定は全体を通してシステム管理者プロファイルを割り当てられた、無効化する予定のないユーザで
設定いただくようお願いいたします。

詳細は以降のページをご確認ください。

はじめに
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目次

No. 見出し 概要 カテゴリ

１ 登録実行者の無効化防止
誤設定による予期せぬ挙動を防止するための新機能を実装しております。
異動や退職によりユーザーを無効化する際、対象ユーザーが「登録実行者」に該当するか否かを確認します。
該当する場合はメッセージを表示し、無効化をできないよう制御します。

新機能

※詳細な設定方法につきましては本資料または「管理者マニュアル」よりご確認いただけます。
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1.登録実行者の無効化防止
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誤設定による予期せぬ挙動を防止するための新機能を実装しております。
異動や退職によりユーザーを無効化する際、対象ユーザーが「登録実行者」に該当するか否かを確認します。
該当する場合はメッセージを表示し、無効化をできないよう制御します。
※KDDI Message Cast for Salesforceで実行するバッチ以外には適用されません。
※本機能のご利用確認は次ページ以降をご参照ください。

1-1.登録実行者の無効化防止



© KDDI CORPORATION

6

貴社限り

Ver1.11インストールまたはアップグレード後、
フロー「バッチ処理の実行ユーザーチェック」が有効であることを確認してください。
※インストール・アップグレード後にデフォルトで有効になっていますが、

設定変更等で無効になっていないかをご確認ください。
フローが無効の場合は、次ページ以降の手順を参考に有効化設定を完了してください。

1-1.登録実行者の無効化防止

①設定の「フロー」をクリックする。

②フローの表示ラベル「バッチ処理の実行ユーザーチェック」の
有効欄のチェックボックスが「オン」であることを確認する。

①

②
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①設定の「フロー」をクリックする。

フロー「バッチ処理の実行ユーザーチェック」が無効の場合は、以降の手順を参考に本機能を有効化する
設定を完了してください。

1-2.登録実行者の無効化防止（機能有効化手順）
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③「詳細とバージョンの表示」を選択する。

②フローの表示ラベル「バッチ処理の実行ユーザーチェック」の
〔▼〕ボタンをクリックする

1-2.登録実行者の無効化防止（機能有効化手順）
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④「有効化」をクリックする。

⑤「リストに戻る：フロー」をクリックする。

1-2.登録実行者の無効化防止（機能有効化手順）



© KDDI CORPORATION

10

貴社限り

⑥フローの表示ラベル「バッチ処理の実行ユーザーチェック」の
有効欄のチェックボックスが「オン」であることを確認する。

1-2.登録実行者の無効化防止（機能有効化手順）
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